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The Truth behind the Cosmetics of University Male Freshmen
KAZUMI TACHIKAWA
キーワード
男子（Male），大学 1 年生（Freshmen in University），化粧（Cosmetics），首都圏（Urban Area）
(195)
















































































































































生 堂 は，1963年 2 月 に 液 体 整 髪 料「 資 生 堂
MG5リキッド」（香りはラベンダーとジャスミ
ンの 2 種類）を発売した。
























































































































































































































































































































































































































首都圏における男子大学生の化粧意識に関する小考 ― 69 ―― 68 ―
(203)
名）は，以下のとおりである。
東京13　千葉 8 　神奈川 7 　茨城 7
広島 2 　愛知 2 　北海道 1 　埼玉 1 　新潟 1








　　　 4 毎日する　　 3 時々する
　　　 2 ほとんどしない　　 1 全くしない




























































　 4 ＝ 0 ・ 3 ＝ 4 ・ 2 ＝ 8 ・ 1 ＝38
理由：・黒くなりたくないから 2
　　　・肌が痛くなる 1








































































　 4 ＝ 0 ・ 3 ＝ 0 ・ 2 ＝ 0 ・ 1 ＝50
ｋメイク（ファンデーション，アイブロウ，マ
スカラ，チーク，口紅など）をしている。
　 4 ＝ 0 ・ 3 ＝ 0 ・ 2 ＝ 0 ・ 1 ＝50
マニキュアとメイクをしている者は，皆無で
あった。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































香り＝ 7 ・においがキツいのはやめてほしい 5
　　　　・みっともない。 2
マニキュア＝ 5 ・特に必要ない。 3
　　　　　　　・ 別によくないとは思わないか
ら。 2
メイク＝ 5 ・別に必要ないと思う。 4
　　　　　・濃すぎは好きではない。
パーマ＝ 2 ・軽く見える。 2
＊質問 4 　ａ－ｋの中で，あなたが今していな

































香り＝ 6 　・いいにおいになってみたい 3
　　　　　・いいにおいが好き 2
　　　　・チャレンジ精神でやってみたい。1




日焼け止め＝ 2 　・友達に薦められたから。 1
　　　　　　　　・焼けたくないから。 1
























































































































雑誌The Independentに発表した“Here come the 
mirror men”の中で生み出した造語とされる。以
下，その部分を引用する。
　　　Metrosexual man, the single young man with a 
high disposable income, living or working in the 
city （because that’s where all the best shops are）, 
perhaps the most promising consumer market 
of the decade. In the Eighties he was only to be 
found inside fashion magazines such as GQ, in 
television advertisements for Levis jeans or gay 
bars. In the Nineties, he’s everywhere and he’s 
going shopping.
　　（Mark Simpson （1994） “Here come the mirror 






























― PB ―― 76 ― 流通経済大学論集　Vol.48, No.2
(210)
18）―男性の化粧品使用の実態と化粧行動の意
識（ 2 ）」『福山市立女子短期大学紀要』34　47-56
平松隆円（2011）「男性による化粧行動としてのマニ
キュア塗抹がもたらす感情状態の変化に関する研
究」『佛教大学教育学部学会紀要』10　175-182
マイケル・フロッカー著　伊藤あや子訳（2004）「メト
ロセクシャル」ソフトバンクパブリッシング
松尾聰・永井和子（1997）『新編日本古典文学全集18　
枕草子』小学館
茂木健一郎（2009）『化粧する脳』集英社
安田晴美（1998）「コギレイになったオトコのコ」『化
粧文化』38　48-50
